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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ヘブル 12:1････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　３４番

*交読文　････････････････ 　５３番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７４番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･････････････････ 　３４４番

メッセージ　･･････････････ 私達が目指すべき目標の地(申命記 34:1-7)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　４０１番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　これらの人はみな、信仰をいだいて死んだ。まだ約束のものは受けていなかったが、

はるかにそれを望み見て喜び、そして、地上では旅人であり寄留者であることを、自ら言

いあらわした。そう言いあらわすことによって、彼らがふるさとを求めていることを示してい

る。もしその出てきた所のことを考えていたなら、帰る機会はあったであろう。しかし実際、

彼らが望んでいたのは、もっと良い、天にあるふるさとであった。だから神は、彼らの神と

呼ばれても、それを恥とはされなかった。事実、神は彼らのために、都を用意されていた

のである。ヘブル 11:13-16

 こういうわけで＿＿は、このような多くの証人に雲のように囲まれているのであるから、

いっさいの重荷と、からみつく罪とをかなぐり捨てて、わたしたちの参加すべき競走を、

耐え忍んで走りぬこうではないか。信仰の導き手であり、またその完成者であるイエスを

仰ぎ見つつ、走ろうではないか。彼は、自分の前におかれている喜びのゆえに、恥をも

いとわないで十字架を忍び、神の御座の右に座するに至ったのである。ヘブル 12:1-2

メッセージ概要

　一昨日の未明、私の祖母の林アイコが１００歳と５ヶ月で天に召された。昨日、親類一同と天声の十数名

の少数で、ささやかな葬儀を行ったが、それは、私が体験したどの葬儀よりも美しく荘厳で、清らかで、そし

て静かな喜びに満ちていた。祖母の顔は明らかに、真の故郷に迎え入れられ、満ち足りている表情だった。

私達が目指すべき故郷は一体どこにあるのか。今回、モーセが主にとり上げられる場面から見ていきたい。

モーセが生涯を終える直前、イスラエルがいよいよ約束の地カナンを目前にした時、彼は全イスラエルに

向けて最後の説教をし、それぞれに相応しい祝福をした。それが終わると彼は、主があらかじめ「そこで死

ぬ」と告げられていたピスガの山を登りはじめる。彼は１２０歳ではあるものの、目はかすまず、気力は衰え

ていなかった。皆に見つめられながら登っていく彼の足取りは、しっかりしていただろう。

　山頂からは、イスラエルが継ぐべき土地が、北から南に至るまで、ヨルダン川から地中海に至るまでが全

部見えるが、主は言われる。あなたはそこへは、入れない、と。そしてモーセは、そこで死んだ。（４－５節）

　ここで疑問が起こる。皆はあそこに入れるのに、どうして一番の功労者のモーセだけ入れないのだろうか。

私達も、思う時があるかもしれない。あの人この人は、あの幸せの中に入っている、どうして私だけが入れ

ないのか。そして、主から「あなたはそこに入って行くことはできない」と言われる時、本当に切なさを覚える。

　モーセが最後、ピスガ山を登る時、どんな心境だったのだろうか。ああ、これで人生が終わってしまう、あ

れができないまま、これをしないままなのに、と思っただろうか？そうではないと思われる。その根拠は・・・。

　モーセが死んだ後、イスラエルの民は確かにヨルダン川を渡り、乳と蜜の流れる地を受け継いだ。しかし

その２世代後、そこは呪いの地となってしまった。なぜなら彼らは、主の御言葉を軽んじ、背いたからだ。

　さて、約束の地とは一体、どこにあるのだろう？神の国は一体どこにあるのだろう？

思っていないだろうか。自分はあの領域に入ったら、あの人のようになったら、神の国が成就するのだ、と。

　しかし主は言われる。 「  神の国は、見られるかたちで来るものではない。また『見よ、ここにある』『あそこ

にある』などとも言えない。神の国は、実にあなたがたのただ中にあるのだ。」（ルカ 17:20-21）

　だからもし、結婚したら幸せになれる、と思って結婚しても、その人の中に神の国が構築されていないな

ら、結婚生活は苦々しい生活となるのだ。たとえあこがれの会社に入っても、あるいはあの地位を得ても、

そのに神の国が構築されていないなら、すなわち、その人が神の支配を嫌がり、自分勝手なままなら、そこ

は乳と蜜が流れる地ではなく、呪いの地となってしまう。ちょうどイスラエルの民が、そうだったように。

　だからまず、神の国を構築する事、すなわち、神の統治をそのまま受け入れる事こそ、必要である。

　ヘブル書に記されている。モーセはキリストの故に受けるそしりをエジプトの宝にまさる富と考え、見えな

い方を見ているようにして、忍び通した事が。信仰の先輩たちは皆、地上では寄留者であると言い表し、

天にあるふるさとを求め、神はそんな彼らのために、都を用意しておられたのだ、と。(ヘブル 11:13-27)
　モーセの時代に、キリストは人として来ていなかったが、モーセははっきりと、信仰の目で仰ぎ見ていた。

この真の指導者がやがて来られる、彼に聞け、と彼はイスラエルの民に指示したのだ。そう、キリストこそ本

題である。カナンの地ではない、地上のあの地でも、あるいは富でも地位でも状態でもない、ただ望むべき

は、私達の只中におられるキリストによって支配される事。それこそ、まことの神の国である。

　モーセは主に言われた。「おまえはもはや足りている(רב ב :rab)。この事については、重ねてわたしに言っ

てはならない。」（申命記 3:26）　ここの「足りている(rab)」は、十分に満ちている、という意味である。

　主は言われた。あなたは地上で為すべき事を十分に満たした、もう地上のカナンの地を求める必要はな

い、むしろ、天の故郷に帰りなさい、「人の子よ、帰れ」（詩篇 90:3）と。

そして最後、彼は主の「言葉（פה :ה : peh：口づけ）」（申命記 34:5）によって、ピスガの山で死んだ。

　主は、御口から出る息によって人を生かし、御口によって息をとられる。だから、生きるにしても、死ぬに

しても、何の恐れもないのだ。私たちが目指べきは、モーセも、信仰の先祖達もいる、あの天の御国である。

私達は生きる限り、そこへ心を結びつけ、やがてあの信仰の先輩たちが待つ天に上げられる者でありたい。

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。
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横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

